


　N
H
K
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
ち
ゅ
ら
さ
ん
」
で

脚
光
を
浴
び
た
「
小
浜
島
」
が
、
今
ま
た
別
の
意
味
で

世
界
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。
話
題
の
的
は
「
K
B
G

84
（
ケ
イ
ビ
ー
ジ
ー
・
エ
イ
テ
ィ
ー
フ
ォ
ー
）」
と
言
う

名
の
ア
イ
ド
ル
ユ
ニ
ッ
ト
で
あ
る
。
普
通
で
な
い
の
は

そ
の
メ
ン
バ
ー
構
成
だ
。
平
均
年
齢
84
歳
、
最
高
齢
は

97
歳
、
1
9
9
3
年
か
ら
島
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
う
ふ
た
き
会
」
が
サ
ポ

ー
ト
す
る
、
ご
長
寿
ア
イ
ド
ル
「
小
浜
島
ば
あ
ち
ゃ
ん

合
唱
団
（K

oham
ajim

a B
aachan G

asshoudan

）」

こ
そ
が
、
そ
の
話
題
の
主
役
で
あ
る
。

「
天
国
に
一
番
近
い
ア
イ
ド
ル
ユ
ニ
ッ
ト
！
」
と
い
う

ド
キ
ッ
す
る
様
な
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
笑
顔
で
掲
げ
、

2
0
1
5
年
10
月
に
は
遂
に
C
D
デ
ビ
ュ
ー
も
果
た
し
、

島
で
撮
影
さ
れ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映
像
が
ネ
ッ
ト
で

紹
介
さ
れ
る
や
瞬
く
間
に
世
界
の
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
を

中
心
に
ホ
ッ
ト
な
ニ
ュ
ー
ス
が
駆
け
巡
っ
た
。
イ
ギ
リ

ス
の
B
B
C
が
わ
ざ
わ
ざ
周
囲
16
キ
ロ
、
人
口
6
0
0

名
足
ら
ず
の
日
本
最
南
端
の
離
島
を
取
材
に
訪
れ
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
は
国
内
最
大
級
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト
に

招
聘
さ
れ
、
そ
の
一
部
始
終
が
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
番
組
と

し
て
N
H
K
B
S
1
で
放
映
さ
れ
る
な
ど
、
話
題
性
に

事
欠
か
な
い
か
ら
本
気
で
凄
い
。
彼
女
達
の
最
大
の
夢

で
あ
る
「
紅
白
歌
合
戦
」
初
出
場
も
い
よ
い
よ
見
え
て

来
た
！ 

… 

と
周
辺
も
鼻
息
荒
く
な
っ
て
し
ま
う
の
も
無

理
は
な
い
。
た
だ
し
こ
の
事
案
、
少
々
急
が
ね
ば
な
ら

な
い
。
ご
高
齢
ア
イ
ド
ル
に
と
っ
て
1
年
1
年
は
生
死

に
関
わ
る
案
件
だ
か
ら
で
あ
る
。
悠
長
に
「
来
年
こ
そ

持続可能な取組に
不可欠な

『笑顔』の理由

沖縄文化芸術振興アドバイザー
南島詩人

平田大一

巻 頭 言

は
！
」
等
と
語
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　そ
も
そ
も
、
こ
の
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
合
唱
団
」
今
か

ら
20
数
年
前
、
小
浜
島
が
実
家
の
私
の
も
と
に
訪
れ
た

「
う
ふ
た
き
会
」
リ
ー
ダ
ー
の
花
城
キ
ミ
さ
ん
（
同
時

70
歳
）
か
ら
オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル
6
缶
で
口
説
か
れ
て
結

成
し
た
も
の
で
呆
け
防
止
の
リ
ハ
ビ
リ
を
兼
ね
た
「
う

た
あ
し
び
ー（
歌
遊
び
）」が
始
ま
り
だ
っ
た
。
1
9
9
9

年
に
私
が
演
出
家
と
し
て
本
格
的
な
活
動
開
始
す
る
に

あ
た
り
島
を
離
れ
る
も
合
唱
団
の
取
り
組
み
は
そ
の
後

も
脈
々
と
続
き
、
結
成
か
ら
2
0
年
に
あ
た
る

2
0
1
3
年
9
月
地
域
文
化
の
発
展
に
寄
与
し
た
団
体

な
ど
に
贈
ら
れ
る
「
サ
ン
ト
リ
ー
地
域
文
化
賞
」
の
受

賞
を
機
に
一
気
に
全
国
的
に
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。

　シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
州
の
保
健
省
上
級
国
務
大
臣
エ
イ
ミ

ー
・
コ
ー
ル
さ
ん
は
こ
う
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。「
長
寿

社
会
に
直
面
し
て
い
る
我
が
国
に
と
っ
て
、
豊
か
に
老

い
る
こ
と
は
最
大
の
関
心
事
で
あ
り
課
題
で
も
あ
り
ま

す
。
K
B
G
84
の
皆
さ
ん
の
美
し
く
老
い
る
姿
は
我
々

の
理
想
な
の
で
す
」

　夫
に
先
立
た
れ
、
中
に
は
息
子
を
も
グ
ソ
ー
（
後
生

＝
あ
の
世
）
に
見
送
る
な
ど
、
様
々
な
艱
難
辛
苦
を
乗

り
越
え
て
今
が
あ
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達
の
底
抜
け
な
明

る
さ
は
、
世
代
も
地
域
を
も
包
み
込
む
母
性
愛
の
塊
で

あ
る
。
国
や
文
化
の
違
い
も
超
え
た
ま
さ
に
「
ち
ゅ
ら

さ
ん
の
オ
バ
ー
」
の
笑
顔
が
地
域
観
光
の
文
化
資
源
と

し
て
、
新
た
な
交
流
文
化
の
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
る
の
で
あ
る
。

企
画
に
あ
た
り
、

持
続
可
能
な
観
光
の
定
義
や
概
念
、

そ
の
背
景
を
め
ぐ
る
理
論
の
応
酬
は
避
け
よ
う
と
思
っ
た
。

定
義
や
経
緯
が
無
意
味
な
の
で
は
な
く
、

議
論
の
場
を
机
上
よ
り
現
場
に
置
き
た
か
っ
た
。

具
体
の
出
来
事
を
伝
え
ら
れ
れ
ば
、

持
続
可
能
と
い
う
表
現
の
意
味
合
い
や
重
要
性
は

誰
も
が
直
感
的
に
理
解
し
得
る
だ
ろ
う
。
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持続型観光（サステイナブル・ツーリズム）の代表ともいえるエコツーリズムの
置かれた状況を真正面から見据え、エコツーリズムの課題と本来目指すべき
ものを描きだす。数あるエコツーリズム関連本の中で出色の一冊。

『エコツーリズムと持続可能な開発 楽園はだれのもの?』
Ecotourism and sustanable development Who owns paradise? Second Edition

観光における‘サステイナブル’の新たな概念の必要性を考察し、またそれを
コミュニティや民間事業者・保護地区担当者に応用するにあたり再考すべき
枠組みに目を向けた一冊。実用的応用がなされた事例も効果的に取り上げ
られている。

『Reframing Sustainable Tourism』
Reframing Sustainable Tourism Dordrecht

本書はサステイナブル・ツーリズムの実践とマネジメントに光をあて、様々な
実例を取り上げながら、観光の多様な分野や世界各地のサステイナブル・ツ
ーリズムの幅広い定義を紹介している。環境保全に留まらず、経済・社会的側
面から観光が’サステイナブル’である方法を探求。

『Sustainable Tourism Managemant』
Sustainable Tourism Management. Oxfordshire

観光研究の重要な分野における知識と議論に貢献した主要論文を通し、観
光と開発について例示した4巻のうちの一巻。本書では観光と開発の関係性
について知ることを軸に、「サステイナブルな開発」という概念の理解を基に

「サステイナブルな観光開発」を探る。

『TOURISM AND DEVELOPMENT』
Tourism and Development. Los Angeles

観光促進による旅行者の増加は、様々な地域環境の悪化を引き起こす。観
光地の交通計画、ごみ・トイレ対策、水環境保全、景観整備など、旅行者
の快適な観光と、地域住民の生活環境の向上につながるインフラ整備の技
術的知識をわかりやすく解説。

『観光まちづくりのエンジニアリング』観光振興と環境保全の両立

自然そのものを観光のメインとする保護区などでは、持続的に自然の価値を
守ることこそが、観光や地域の発展につながる。IUCN(国際自然保護連合)が
すすめる実践的「ガイドライン」。海外各地の先進的な事例が満載。

『自然保護とサステイナブル・ツーリズム』実践的ガイドライン

温泉まちづくり研究会は、まちづくりに熱心に取り組む温泉地が集まり、温泉地共通の課題について解決方法を探り、全国
に情報発信することを目的に2008年に発足しました。この「総括レポート」は2016年に開催した3回の研究会の内容を取
りまとめたものです。第1回（7月）は、黒川、湯布院、道後の各温泉の、熊本地震発生後の状況についてお話を伺うとともに、
研究会で今後考えていくべきテーマについて議論を深めました。第2回（10月）は、5月のＧ7伊勢志摩サミット開催地となっ
た鳥羽温泉郷を会場に、今後の温泉地での国際MICE開催に際しての知見として、サミット開催地に求められた対応、課題

とその対応策、開催効果、開催後の展開などについて議論や情報共有を行いました。第3回（1月）は、「温泉地の観光推進組織（ＤＭO）を
考える」と題して、ＤＭＯの基本的な役割や海外の現況、会員温泉地での取り組み状況、今後の取り組み推進に向けた課題や対応策など
について討議しました。 Ａ4判、９４ページ、本体価格1500円+税

『温泉まちづくり 2016年度 温泉まちづくり研究会 総括レポート』（発行：2017年3月）

講義録としては3冊目となる本書では、我が国の観光地の基本的かつ長年の課題である「滞在化」に焦点を当てています。
「滞在化」は地域特性によって多様な形態があり、地域側に求められる対応策もさまざま。本書では、全国各地の多様な課
題認識に応えられるよう、スキーリゾート（倶知安町）、高原リゾート（軽井沢町）、温泉地（別府市）、まちなかの空き家の活
用（尾道市）という４つの事例を取り上げ、現場での実践者と学識研究者の双方を講師にお招きし、解説していただいてい
ます。 A4判74ページ/本体価格1,000円+税

『平成28年度 観光地経営講座 講義録』（発行：2017年3月）

訪日外国人市場の成熟化やLCCなどの登場で今後はFITが進展し、地方への訪問頻度が増えることが予想される中、外国
人観光客の消費を地域経済活性化に結び付けるという視点が重要となります。本特集ではこうした視点に立ち、インバウ
ンド先進観光地の中長期的な動向と施策の変遷（特集２）や、観光地での消費活動別に先進的な事例（特集３）を整理し
ました。また、「ジャパンガイド」の編集長であるシャウエッカー氏へのインタビューを行い、「着地」と「発地」の両面から考察
を行いました。A4判64ページ/本体価格1,000円+税。

233号（2017年4月発行） 特集：外国人観光客の消費を地域経済活性化につなげるに

DMOはデスティネーション・マネジメント(Destination Management)およびデスティネーション・マーケティング(Destination 
Marketing)を担う組織とされ、観光による地域振興の司令塔として期待されている。もともと、マネジメントもマーケティング
も企業経営用語であるが、地域を企業に置き換えれば解るようにマネジメント(経営・管理)あってのマーケティングである。
しかしながら、デスティネーション・マネジメントの概念の誕生や変遷については、必ずしも共通の理解となっていない。そこ
で、本概念の定義や実態について、学術面、実践面の両面から整理を行い、わが国における展開と方向について検討して

みる。 A4判58ページ/本体価格1,000円+税

234号（2017年7月発行） 特集：デスティネーション・マネジメントの潮流

第235号 October 201755 54

観光文化_234号_表紙2_3.indd   1 2017/09/29   午後8:08


	新しいしおり



